


基本理念と滋賀が目指す社会のあり方

「未来を拓く共生社会へ」

未来を拓く心豊かでたくましい人づくり
～みんなで支えあい自らを高める教育の推進～
未来を拓く心豊かでたくましい人づくり
～みんなで支えあい自らを高める教育の推進～

今後10年間に目指す
滋賀の教育の姿

子どもたちの
「生きる力」を育む

社会全体で
子どもの育ちを支える

学びあい、支えあう
生涯学習社会をつくる

今後５年間に取り組むべ
き施策

生きる力

教育環境・条件の整備

基本目標を達成するための３つの観点

計画推進のために必要な事項

教育の基本目標

「健康」
「働く」
「住む」
「学ぶ・育てる」
「楽しむ」
「つながる」

いくつになっても活動的でいられる社会
仕事と家庭や地域生活を両立できる社会
歩いて暮らせる安全で快適な社会
人間性や生きる力を育む社会
伝統・文化や自然、地域に親しめる社会
交流を深め、支えあう、つながりのある社会

● 「確かな学力」を育む
● 「豊かな心」を育む
● 「健やかな体」を育む
● 「滋賀の自然や地域と共生する力」を育む

● 信頼される学校をつくる

● 教育力を高める

目指す人間像

　次の世代や社会への影響を念頭に置きながら、地域や個人の「自律性」を高め、県民一人ひとりや様々
な団体、企業、行政等が、それぞれの役割に応じて力を発揮し互いに協力する「協働」によって、人と人、
人と自然が「共生」する社会を築き、私たちの暮らしの未来、社会の未来を拓いていくことを目指す。

●　未来を拓く「人づくり」にしっかりと取り組むとともに、多様化する教育課題に対応するため、
学校や家庭、地域、企業など、社会全体で子どもを見守り、子どもの育ちを支える。

●　常に自らの内面を磨き、社会に参画する意欲を高め、生活や職業に必要な知識・技能を継続的
に習得していくことができるよう、県民が生涯にわたって学習することのできる環境をつくる。

「近江（淡海）の心」を受け継いで、
自らに誇りを持ち、変革の時代にあっ
てもたくましく人生を切り拓く力を備
えながら、国際社会の一員として活躍
できる人

自 律 協 働 共 生

学校、家庭および地域等の相互の連携協力

国および市町との役割分担と教育改革の推進

保幼小連携および校種間の連携

点検評価・進行管理・計画の見直し 全国的な教育制度の整備

〈暮らしの将来の姿〉

滋賀県教育振興基本計画の概要

　家庭や地域の教育力の向上を図るとともに、
学校、家庭、地域、企業等がそれぞれの役割に
応じて力を発揮し、互いに連携・協力して、社
会全体で子どもの育ちを支える環境づくりを進
める。
　社会全体で取組を進めるため、「子育て三方
よし」のメッセージを発信しながら、明日の滋
賀を担う子どもの育ちを支える気運の醸成を図る。

　県民一人ひとりが、生涯を通して主体的に学
び、この学びの成果を自らの生活や仕事に活か
すことによって、心豊かでいきいきと自立した
人生を築くとともに、世界的な視野を持って、
地域において互いに連携しながら様々な課題の
解決を図っていく「生涯学習社会づくり」を目
指す。

　子どもたちが、生きていることの喜びと感
謝を感じていることを前提に、確かな学力を
身につけ、豊かな人間性や社会性を備え、個
性的で創造性に富み、互いの人権を尊重し、
公の心を持って社会に貢献し、自ら未来を切
り拓いていくことのできるたくましさを身に
つけられるよう、「生きる力」を育む教育に
取り組む。




